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障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ

ば
と
館
で
は
、
手
話
の
習
得

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
４
つ
の
コ

ー
ス
で
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
開
催
日
程
等
は
、

随
時
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら

せ
版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

b
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ

ば
と
館
☎
９
６
６
＝
６
６
３

３
　

「
こ
し
が
や
手
話
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
で
は
、
手
話
講
習
会

を
受
講
し
て
い
る
方
、
手
話

の
学
習
を
始
め
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
方
向
け
に
、
日

常
生
活
で
役
立
つ
手
話
を
ド

ラ
マ
を
通
し
て
学
べ
る
動
画

を
公
開
し
て
い
ま
す
。

〈
動
画
の
閲
覧
方
法
〉　
越

谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
で
き
る
環
境
で
「
こ
し

が
や
手
話
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と

検
索
し
て
く
だ
さ
い

b
越
谷
市
手
話
通
訳
者
・
要

約
筆
記
者
派
遣
事
務
所
☎
９

６
６
＝
４
５
９
３

　

市
の
４
月
１
日
付
人
事
異
動
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

（
部
長
級
。
〔　

〕
内
は
、
旧
職

名
）。

▽
建
設
部
長
〔
建
設
部
副
参
事

（
兼
）
道
路
建
設
課
長
〕
小
川
和

彦　

▽
都
市
整
備
部
長
〔
都
市
整

備
部
副
参
事
（
兼
）
都
市
計
画
課

長
〕
井
出
聡　

▽
越
谷
市
立
病
院

診
療
部
診
療
部
門
皮
膚
科
部
長

〔
越
谷
市
立
病
院
診
療
部
診
療
部

門
皮
膚
科
副
科
部
長
〕
上
郎
一
弘

　

▽
越
谷
市
立
病
院
診
療
部
診
療

部
門
耳
鼻
咽
喉
科
部
長
〔
越
谷
市

立
病
院
診
療
部
診
療
部
門
耳
鼻
咽

喉
科
副
科
部
長
〕
松
岡
理
奈　

▽

越
谷
市
立
病
院
診
療
部
診
療
部
門

放
射
線
科
部
長
〔
越
谷
市
立
病
院

診
療
部
診
療
部
門
放
射
線
科
副
科

部
長
〕
羽
根
田
淳　

▽
越
谷
市
立

病
院
診
療
部
中
央
診
療
部
門
臨
床

工
学
科
部
長
〔
越
谷
市
立
病
院
診

療
部
中
央
診
療
部
門
臨
床
工
学
科

部
長
（
兼
）
診
療
部
門
内
科
副
科

部
長
〕
山
中
貴
博　

▽
会
計
管
理

者
〔
議
会
事
務
局
次
長
（
兼
）
議

事
課
長
〕
田
村
直
也　

▽
教
育
総

務
部
長
〔
行
財
政
部
参
事
（
兼
）

財
政
課
長
〕
永
福
徹　

▽
消
防
長

〔
消
防
本
部
副
参
事
（
兼
）
警
防

課
長
〕
三
大
寺
滋　

▽
東
埼
玉
資

源
環
境
組
合
事
務
局
長
〔
東
埼
玉

資
源
環
境
組
合
事
務
局
次
長
〕
深

井
久
光

〈
３
月
３１
日
付
退
職
者
〉

▽
新
方
和
明
〔
環
境
経
済
部
参
事

（
兼
）
産
業
支
援
課
長
〕　

▽
土

橋
良
男
〔
建
設
部
長
〕　

▽
服
部

義
昭
〔
都
市
整
備
部
長
〕　

▽
清

水
秀
樹
〔
会
計
管
理
者
（
兼
）
出

納
課
長
〕　

▽
横
川
清
〔
教
育
総

務
部
長
〕　

▽
百
木
孝
司
〔
消
防

長
〕　

▽
岩
上
福
司
〔
東
埼
玉
資

源
環
境
組
合
事
務
局
長
〕

人
事

手話に興味があるけど、どこで学べば
いいの…？　そんな方に

手話に興味があるけど、どこで学べば
いいの…？　そんな方に

手
話
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す

「
こ
し
が
や
手
話
チ
ャ
ン

ネ
ル
」
を
配
信
中
！

共
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　

「
越
谷
市
手
話
言
語
条
例
」
は
、

越
谷
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
３
月
２０
日

に
公
布
、
施
行
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
手
話
は
音
声
言
語
で
あ

る
日
本
語
と
同
様
に
一
つ
の
言
語
で

あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
手
話
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
共
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

手
話
は
、
手
や
指
の
動
き
、
表
情

を
使
い
視
覚
的
に
表
現
す
る
も
の
で

す
。
日
本
語
が
一
つ
の
言
語
で
あ
る

よ
う
に
、
手
話
も
日
本
語
の
代
替
物

で
は
な
く
一
つ
の
言
語
で
す
。
日
本

語
を
使
用
す
る
人
が
、
日
本
語
で
物

事
を
認
識
し
、
理
解
し
、
考
え
、
話

す
の
と
同
じ
よ
う
に
、
手
話
を
第
一

言
語
と
し
て
獲
得
し
使
用
す
る
人

は
、
手
話
で
物
事
を
認
識
し
、
理
解

し
、
考
え
、
話
し
て
い
ま
す
。

　

手
話
は
、
手
話
を
必
要
と
す
る
人

が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
う
え

で
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

　

条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
手

話
を
使
う
方
や
手
話
に
関
わ
り
の
あ

る
方
の
思
い
や
考
え
を
反
映
す
る
た

め
、
当
事
者
で
あ
る
越
谷
市
聴
覚
障

害
者
協
会
、
支
援
者
で
あ
る
手
話
サ

ー
ク
ル
や
手
話
通
訳
者
団
体
、
手
話

通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
事
務

所
、
そ
し
て
市
職
員
で
、
６
回
に
渡

っ
て
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
２９
年
８
月
に
は

　

聴
覚
障
害
者
協
会
、
手
話
サ

ー
ク
ル
、
越
谷
市
障
害
福
祉

課
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の

ほ
か
、
多
く
の
方
の
協
力
を
得

て
、
手
話
言
語
条
例
が
成
立
し

た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
、

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
「
ろ
う
者
」
は
、
見

る
言
語
で
あ
る
「
日
本
手
話
」

と
い
う
、
音
声
言
語
で
あ
る
日

本
語
と
は
異
な
る
言
語
で
生
活

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耳
が
聞

こ
え
な
い
こ
と
は
見
た
目
で
は

分
か
ら
ず
、
周
り
の
方
が
困
っ

て
い
る
聴
覚
障
が
い
者
に
対
し

て
、
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
に

く
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
聞
き
慣
れ
な
い

「
ろ
う
者
」
や
「
日
本
手
話
」

を
は
じ
め
、
聴
覚
障
が
い
、
手

話
へ
の
理
解
等
が
広
ま
る
こ
と

を
願
い
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

障
が
い
者
と
健
常
者
が
共
に
生

き
る
社
会
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

越谷市聴覚障害者協会
会長　宮下昭宣さん

目的（第１条）
・手話についての基本理念を定め、市
の責務および市民の役割を明らかに
し、手話に関する施策を推進するこ
とで、すべての市民が共に生きるこ
とのできる地域社会の実現に寄与す
ることを目指します。
基本理念（第２条）
・手話は、日本語と同様に一つの言語
として尊重されることを基本理念と
します。
市の責務（第３条）
・手話に対する理解および普及を促進
します。
・手話を使用しやすい環境を整備する
ために必要な施策を講じます。
市民の役割（第４条）
・基本理念に対する理解を深め、市の
推進する施策に協力するよう努めま
す。

〈日時〉　５月２０日（日）、午後２時～
３時３０分
〈会場〉　中央市民会館劇場
〈費用〉　無料
〈内容〉　▷第１部…講演会「挫折から
の挑戦～僕が君の耳になる～」。講師
は元福井放送アナウンサー、ボーカル
＆手話パフォーマンスグループ「ＨＡ
ＮＤＳＩＧＮ」メ
ンバーの西田隆人
さん。「ＨＡＮＤ
ＳＩＧＮ」による
パフォーマンス
▷第２部…越谷市
聴覚障害者協会に
よる手話講習会

越谷市手話言語条例の概要

B障害福祉課☎963ー9164

越谷市手話理解促進
講演会を開催します

市
制
60

手
話
は
言
語
で
す

条
例
制
定
ま
で
の
取
り
組
み

越
谷
市
手
話
言
語
条
例
を
制
定

「おはよう」
①右手でこぶしを作り、
こめかみあたりにあて
てから下ろす
②向かい合わせた人さし
指を折り曲げる

「こんにちは」
①利き手の人さし指と中
指を立てて、額の中央
に当てる
②向かい合わせた人さし
指を折り曲げる

「こんばんは」
①両手の手のひらを前に向け、顔の前で
交差させる
②向かい合わせた人さし指を折り曲げる

②

①
①

②
①

②

手話であいさつをしてみましょう

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
し
て
制
定
し
ま
し
た
。

b
障
害
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
１
６

４
手
話
言
語
条
例
の

制
定
に
寄
せ
て

ン ド 　  サ イ ン

ハ

西田隆人さん


